
             

№
１ 発

送 

昭
和
18
年
４
月
28
日 

受
取 

昭
和
18
年
４
月
30
日
頃 

﹁
小
生
も
至
極
元
気
軍
務
に
服
し
て
居
り
ま
す
故
御
安
心
下
さ
い
﹂ 

＊
差
出
人
欄
に
﹁
小
倉
陸
軍
病
院
笠
原
隊
衛
生
部
見
習
士
官 

西
原
肇
﹂
と
あ
る 

       

             

№
２ 発

送 

昭
和
18
年
８
～
９
月
頃 

受
取 

昭
和
18
年
10
月
14
日 

﹁
当
地
に
安
着
…
雨
期
で
毎
日
し
と
し
と
と
俄
雨
が
降
っ
て
居
る
が
︑
山
に
は
松
林
が
林
生

し
︑
丘
に
は
ダ
リ
ヤ
︑
バ
ラ
︑
そ
の
他
の
百
花
爛
漫
と
咲
き
乱
れ
宛
も
内
地
に
住
め
る
感
あ

り
﹂ 

﹁
君
の
病
気
の
件
如
何
︑
そ
れ
の
み
心
痛
な
り
﹂ 

＊
雨
期
：ビ
ル
マ
の
雨
季
は
５
～
10
月
︒
10
～
３
月
は
乾
季
︑
４
～
５
月
は
暑
季 

＊
君
の
病
気
：同
年
12
月
︑
梅
子
さ
ん
は
入
院
し
て
手
術
を
受
け
︑
退
院
す
る 

   



             

№
３ 発

送 

昭
和
18
年
８
～
９
月
頃 

受
取 

昭
和
18
年
10
月
９
日 

﹁
当
地
は
現
在
雨
期
に
て
毎
日
じ
め
じ
め
と
雨
が
降
り
く
す
い
て
居
ま
す
︑
し
か
し
金
色
燦

然
た
る
パ
ゴ
ダ
が
雨
に
煙
っ
て
居
る
風
景
は
絵
の
や
う
な
風
景
で
す
﹂ 

＊
パ
ゴ
ダ
：
仏
塔 

      

                 

№
４ 発

送 

昭
和
18
年
９
～
10
月
頃 

受
取 

昭
和
18
年
11
月
27
日 

﹁
当
地
は
未
だ
雨
期
明
け
ず
…
し
か
し
あ
ち
こ
ち
の
草
む
ら
に
は
蛍
が
点
々
と
し
て
飛
ぶ
る
の

を
見
る
︑
虫
の
声
は
丁
度
内
地
の
秋
だ
﹂ 

﹁
小
倉
よ
り
の
写
真
着
い
た
か
﹂ 

＊
小
倉
よ
り
の
写
真
：軍
事
郵
便
と
共
に
写
真
︵
パ
ネ
ル
掲
載
︶
が
伝
わ
る
︒
そ
の
裏
書
に 

﹁
昭
和
十
八
年
五
月
十
二
日 

写
ス
﹂
と
あ
る 



             

№
５ 発

送 

昭
和
18
年
10
月
頃 

受
取 

日
付
不
明 

﹁
強
烈
な
る
太
陽
の
光
…
戸
内
等
は
涼
し
く
蒸
暑
さ
も
感
ぜ
ず
却
っ
て
過
し
良
い
︒
且
つ
熱

帯
果
物
特
に
バ
ナ
ナ
︑
パ
パ
イ
ヤ
︑
パ
イ
ン
ア
ッ
プ
ル
及
び
マ
ン
ゴ
ス
チ
ン
等
は
特
有
の
芳
香

と
味
と
を
以
て
我
々
の
味
覚
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
る
﹂ 

＊
強
烈
な
る
太
陽
の
光
：乾
季
に
入
っ
た
と
み
ら
れ
る 

     

 

 

№
６ 発

送 

昭
和
18
年
10
月
29
日 

受
取 

日
付
不
明 

※
駒
柵
秀
子
殿
宛
て 

﹁
今
や
雨
季
上
り
毎
日
奇
麗
な
る
青
空
を
眺
め
ら
れ
ま
す
︑
丁
度
今
蜜
柑
が
出
盛
り
で
す
﹂ 

﹁
下
図
は
ビ
ル
マ
婦
人
の
水
浴
の
風
景
で
す
︑
仲
々
う
ま
い
も
の
で
す
︑
決
し
て
裸
に
な
ら
ず

に
や
る
や
う
で
す
﹂ 

＊
駒
柵
秀
子
殿
：肇
さ
ん
の
義
母
︵
父
の
妻
︶ 

    



 

 

№
７ 発

送 

昭
和
18
年
10
月
30
日 

受
取 

昭
和
19
年
１
月
24
日 

﹁
七
月
丗
一
日
附
封
書
遅
れ
て
本
日
入
手
す
﹂ 

﹁
当
ビ
ル
マ
は
建
国
の
喜
に
溢
れ
八
紘
一
宇
の
皇
威
は
洽
く
全
土
に
満
ち
満
ち
て
ゐ
る
﹂ 

＊
ビ
ル
マ
の
建
国
：
昭
和
18
年
８
月
１
日
︑
日
本
が
ビ
ル
マ
国
独
立
承
認
︒
同
時
に
日
本
国
緬

甸
国
軍
事
秘
密
協
定
を
結
ぶ 

     

                  

№
８ 発

送 

昭
和
18
年
11
月
３
日 

受
取 

昭
和
19
年
１
月
14
日 

﹁
本
日
は
目
出
度
き
明
治
の
佳
節
だ
︑
我
々
は
粛
然
と
し
て
襟
を
正
し
万
里
遥
か
に
東
方
を

お
ろ
が
み
奉
り
畏
き
皇
居
の
御
姿
を
遥
拝
と
奉
っ
た
﹂ 

＊
明
治
の
佳
節
：
11
月
３
日
の
明
治
節
︑
明
治
天
皇
生
誕
の
日 

＊
遥
拝
：遠
く
隔
た
っ
た
所
か
ら
拝
む
こ
と 



             

№
９ 発

送 

昭
和
18
年
11
月
20
日 

受
取 

昭
和
19
年
１
月
９
日 

﹁
七
月
廿
三
日
附
葉
書
や
っ
と
昨
日
落
手
﹂ 

﹁
冬
枯
れ
の
淋
し
き
風
景
︑
落
葉
の
感
な
く
風
物
の
変
化
な
く
単
調
だ
が
山
の
松
林
及
び
澄

め
る
高
原
の
空
気
は
何
と
も
云
へ
ぬ
牧
歌
的
だ
﹂ 

﹁
ブ
ー
ケ
ン
ビ
ル
島
の
大
戦
果
の
ニ
ュ
ー
ス
も
聞
い
た
﹂ 

＊
大
戦
果
：
11
月
16
日
の
第
五
次
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
沖
航
空
戦
の
戦
果
︒
昭
和
18
年
11
月

５
日
～
12
月
３
日
︑
日
本
海
軍
は
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
周
辺
で
ア
メ
リ
カ
艦
隊
に
航
空
作
戦

を
展
開
し
た 

  

             

№
10 発

送 

昭
和
18
年
11
月
20
日 

受
取 

昭
和
19
年
２
月
23
日 

﹁
七
月
三
十
一
日
附
週
報
到
着
﹂ 

﹁
裏
の
桃
に
花
が
咲
き
始
め
た
︑
桜
も
も
う
少
し
た
っ
た
ら
咲
く
ら
し
い
何
か
し
ら
四
季
が
一

度
に
来
て
ゐ
る
や
う
で
単
調
な
風
景
だ
﹂ 

﹁
第
五
次
ブ
ー
ゲ
ン
ビ
ル
島
航
空
戦
の
大
戦
果
を
聞
き
つ
つ
﹂ 

＊
ビ
ル
マ
の
桜
：開
花
は
正
月
頃
︑
１
月
中
旬
に
満
開 

   



 

 

№
11 発

送 

昭
和
18
年
11
月
頃 

受
取 

日
付
不
明 

 
 
 
 

※
駒
柵
秀
子
殿
宛
て 

﹁
現
在
小
生
は
ビ
ル
マ
の
○
○
に
居
ま
す
︑
○
○
は
一
七
〇
〇
米
の
高
原
で
気
候
は
内
地
の

十
月
頃
の
気
候
で
…
﹂ 

﹁
食
物
は
米
は
多
く
︑
南
瓜
︑
胡
瓜
︑
薯
そ
の
他
何
で
も
有
り
ま
す
︑
お
い
し
い
ぜ
ん
ざ
い
︑

コ
ー
ヒ
が
あ
り
御
母
様
方
に
送
つ
て
あ
げ
た
い
位
で
す
﹂ 

＊
○
○
：
軍
事
作
戦
上
︑
任
地
を
知
ら
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た 

＊
戦
地
で
の
食
糧
は
︑
日
本
か
ら
の
輸
送
と
現
地
調
達
︒
戦
況
が
進
む
と
食
糧
の
取
得
は
困

難
に
な
っ
た 

＊
コ
ー
ヒ
ー
は
︑
イ
ギ
リ
ス
の
ビ
ル
マ
統
治
が
始
ま
っ
た
１
８
８
５
年
か
ら
栽
培
さ
れ
て
い
る 

             

№
12 発

送 

昭
和
18
年
12
月
31
日 

受
取 

昭
和
19
年
４
月
17
日 

﹁
愈
々
昭
和
十
八
年
も
終
一
日
だ
﹂ 

﹁
当
地
に
於
い
て
も
兵
隊
さ
ん
と
共
に
正
月
の
餅
を
つ
い
た
…
宿
舎
の
前
に
も
門
松
を
立
て
て

居
る
︑
松
竹
は
あ
る
が
梅
が
な
い
の
で
桜
で
代
用
し
て
居
る
﹂ 

    


